

　将来保育士になりたいと私は考えています。
そこで男性保育士の保育体験記を参考にするために、弟の通う保育園の園長先生に紹介していただいた加藤繁美さんの「しあわせのものさし」を読むことにしました。
　この本の各章の要約は以下の通りです。第一章には著者である加藤繁美さんが、新米保育士であった時の体験、そしてそれからえた保育の教訓が書かれています。第二章には子どもの間で始まった犬ごっこと言う遊びがきっかけでいじめに近い事が起こりその対応に困惑する新米保育者、自分と向き合う事で自分を自分らしく育てていく新米保育者の姿が書かれています。第三章には著者が幼稚園教諭から大学の教授になってから幼児教育の授業について書かれています。「空とぶライオン」という自分のしたいことを投げ打ってでも、誰かの期待に応えようとして、毎日空をとんでは、ねこたちにごちそうをするライオン、本当はとても疲れていて、でも昼寝すら出来ないライオンの話について学生達が考えています。自分のやりたい事を抑えながら「自分作り」をすることは、実は自分自身を「殺す」ことにつながるのではないだろうか、なぜ子供たちは親の前ではいい子になろうとするのだろうか、本来もっとも心を許せ自分を出せる相手であるはずの親の前で子ども達は「自分」を殺し、作られた「自分」を一生懸命に見せるのはなぜだろう、一体何が子ども達を追い詰めるのだろうか、教育学者の堀井輝久氏の話では、空とぶライオンのように自分の個性を子ども達が発揮できず追い詰めているのは社会の構造に問題があると言っています。1970年代以降の日本社会全体が「学校化」していく「学校化社会」が急速に拡大した結果、家族までもが「学校的価値観」に侵食された「教育家族」として機能してしまった結果だと指摘しています。
　時代の流れの中で大人が子ども達に示すべき「幸福のものさし」が「学校的価値観」一色になってしまい、そのことが子ども達を「生きずらく」させている原因であると述べています。第四章には「個人の幸福が最高のもの」と考えている時代へと変化した中で、若者達は一生懸命にその場の集団がかもし出す独特なトーンを敏感に感じ取りながら、その集団のトーンからはみ出さないように、けなげな努力を重ね自分達自信の幸福を求めて「自分作り」の道を歩いていくのだろうか、と筆者は述べています。

　この本を読んで知った事が四つあります。

　一つ目は子ども達は大人達が考えている以上に、たくましい存在でありどんなに社会が息苦しく変化したとしても、その中で自分らしくあろうとする事を決して諦めようとしないという事です。例え社会が「学校的価値観」一色の時代の中でも子ども達は、子ども達自信の個性を発揮できずにいても失わずに自分らしく生きていこうとすることができるので、たくましい存在なのです。しかしその中には自分自身の個性を殺してしまっている子ども達もいるのではないのだろうか、と考えた時にそうした子どものために、自分達の個性に気づかせてあげることで、個性を強く発揮させるための手助けができる保育士になりたいと考えています。
　二つ目は子どもを教育すると言う事は、子どもに現実を突きつけるのではなく、夢や希望をあたえることと、その難しさを知りました。

　三つ目は教育実践とは日々の体験の結果を反省する事を欠かしてはいけないということです。

　四つ目は1960年代から７０年かけて語られた思春期の子ども達の非行の原因は、人間一人一人の幸福を求める生き方に対する豊かさと便利さを求めて突き進んできた戦後社会に問題があったと言うことです。

　今までと考えが変わったことは、普通の子どもは何も問題を起こさない子どもだと思っていました、しかし今日のように社会全体がゆがんでいると、家庭内暴力や登校拒否や過食の経験のある子どものほうが、むしろまともなのではないだろうかと思えます。登校拒否もできず、暴力も振るえない子どもの方がもっと心の傷は深いのではないだろうか、それとも普通の子供にならざるを得ないのだろうか、何事も無く卒業していく子ども達が友人や教師そして親に気をつかい、本当の自分を殺して生きているのかもしれない、と考えるようになりました。
　この本を選んでなぜ子ども達が親の前でいい子になろうとするのか、その気持ちが良く分かりました。子どもたちが自分を偽って生きていくのは「学校化社会」や「学校的価値観」などの影響が強いのだと思います。
